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空中電磁探査技術を活用した、那智川流域での表層崩壊危険箇所の抽出手

法の検討

Study on the extracting dangerous area for shallow landslides in the

Nachi River basin using the airborne electromagnetic survey
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　那智川流域では、2011年9月の台風12号による災害により、表層崩壊・土石流が発生し、下流域で大きな被

害が発生した。このため、今後同様の被害を防ぐには、流域で表層崩壊のリスクが高い斜面を抽出することが

重要である。表層崩壊危険斜面を抽出する手法として、既往研究では、斜面勾配や土質強度から危険度を評価

する手法が提案されている。これらの手法は危険箇所を簡易的に計算により求められるというメリットがある

が、地質構造や水位変化などの地下の情報が反映されにくい、というデメリットもある。その他、ボーリング

調査や電気探査、弾性波探査などがある。これらの手法は地下情報が得られるというメリットがあるが、狭い

エリアの情報しか得られない上に、コストが高いというデメリットがある。そこで著者らは、これらの問題点

を解決する手法の一つとして、空中電磁探査を提案している。本研究の目的は、広いエリアで空中電磁探査に

より地下100mより浅い範囲の比抵抗値を得て、その分布から表層崩壊危険斜面を抽出する技術を開発するこ

とである。 

 

　空中電磁探査の特徴として、地下の地質構造の鉛直変化が推定できること、地下水位の高さが推定できるこ

と、の2点が挙げられる。そこで本研究では、まず2012年に那智川流域(13.4km2)において、空中電磁探査を

実施した。その後、2016年より空中電磁探査の結果を検証する目的で、比抵抗値の縦断分布が大きく異なる

2箇所を選んで、それぞれについてボーリング調査を行うとともに地下水位の変動を調査した。これによ

り、崩壊しやすい箇所とそうでない箇所の比抵抗値分布の違いについて検証した。 

 

　本研究から、那智川流域での崩壊しやすい箇所の特徴として、地下に比抵抗値が大きく変化するエリアが分

布していることが挙げられる。那智川流域の場合、これらのエリアは、花崗斑岩(熊野酸性岩)と堆積岩(熊野層

群)の地質境界であると推定される。堆積岩は水を通しにくい性質があるため、地質境界の方向や角度によって

は、斜面の水の流れが阻害され、斜面が崩壊するおそれもある。このため、地下の地質構造が、水の流れ方に

大きな影響を与え、表層崩壊の危険度が左右されることが示唆された。
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